








結びつつ、第 2回フォーラムは上海海洋大学そして第 3回フォーラムは木浦大学校、第 4回フォー
海洋文化の多様性
日程　2017年 12月 3日（日）～12月 6日（水）
会場　愛媛県松山市いよてつ会館
参加者　57名（韓国 8名、中国 16名、台湾 7名、日本 11名、関係者 15名）























　さて、第 5回東アジア島嶼海洋文化フォーラムは、2017年 12月 3日から 12月 6日にわたって
開催された。会場は、松山市の中心地一番町通りに面した「いよてつ会館」で行なわれ、参加者は
韓国 8名、中国 16名、台湾 7名、日本 11名、関係者 15名の 57名であった。そのうち、研究報告
者は 39名であり、 2日間にわたって研究発表が行われた。
　研究テーマによって、A班から I班まで 9グループに分かれた。その概要は、以下の通り。
　A：海洋と歴史Ⅰ　（司会者：泉水英計　神奈川大学）
　B：海洋と歴史Ⅱ　（司会者：姜鳳龍・金在恩　木浦大学校）
　C：海洋資源と文化　（司会者：黄麗生　台湾海洋大学）
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　D：海洋文学と文化　（司会者：曲金良　中国海洋大学）
　E：海洋民俗　（司会者：小熊誠　神奈川大学）
　F：海洋文化と観光　（司会者：修斌　中国海洋大学）
　G：海洋考古学と船上生活者　（司会者：王元林　曁南大学）
　H：海洋交流と水産資源　（司会者：洪善基　木浦大学校）
　 I：海洋と文化　（司会者：鞏建華・黄艶　広東海洋大学）
　9グループに分かれたが、一会場に全員が集合して研究発表が行われた。それぞれの班で 4・5
名が発表し、これら 39名分の発表には、現地語と英語で発表要旨が事前に提出され、合計 506頁
にわたる要旨集が印刷されている。各人の発表時間は、たった 15分間だったが、班ごとに活発な
質疑応答が行なわれ、 2日間にわたるフォーラムは盛況のうちに終了することができた。
　私は、39の発表をすべて拝聴した。海洋文化という設定はあるが、その内容は文学から考古、
歴史、民俗と幅広いものだった。その中で、今回の特徴としては、水産資源に関する発表が、H
という一つのグループとして発表できたことが挙げられる。鹿児島大学の河合渓氏による「奄美群
島における貝類の生物多様性と人間の利用」や木浦大学校の宋奇泰氏による「水産養殖の時代―そ
の現状と展望―」、そして台湾海洋大学の詹滿色氏による「台湾における再生可能エコ印地産シー
フードに対する消費者需要の測定」などは、文理融合の立場からも、この海洋文化フォーラムの幅
を広げる効果をもたらしたと思う。
　また、Gグループの考古学の発表も目新しいものだった。韓国国立海洋文化財研究所の曺珍旭氏
による「新安船の交易モデルとさらなる考古学的研究」と愛媛大学の柴田昌児氏による「古代木造
船と瀬戸内海における人間活動」は、古代における木造船を対象として、東アジアの人の動きを知
ることができ、大変興味深い発表であった。とくに、柴田氏の発表は、開催地である瀬戸内と東ア
ジアの世界の関連がわかる発表でもあり、参加者全員にも関連する内容だったと思われる。
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　フォーラムのプログラムは、発表グループごとに中、台、韓、日の発表者がそれぞれ参加し、そ
のグループ内での発表内容について各地域からの質問が提出されるように工夫した。そのため、発
表は英語が原則だったが、質疑応答には中国語⇔日本語、韓国語⇔日本語の通訳を置き、 3か国の
参加者が通訳を利用して現地語での質疑応答ができるようにした。時間はかかるが、 3か国の参加
者が一つの質疑応答に対してそれぞれ理解でき、それを通して相互間の理解が深まったと思われる。
　次年度は、広東海洋大学でベトナムの研究者も交えてフォーラムが予定されているので、言語の
相互理解に工夫が必要だと思われる。
　3日目は、エクスカーションとして瀬戸内しまなみ海道を見学した。来島海峡では観潮船に乗っ
て渦潮を間近に見て、参加者全員が感動していた。その後、波止浜造船所を船から見学し、来島に
上陸して水軍村上氏の城跡を歩いた。当時の水軍は、ただ単に海賊として船から利益を強奪してい
たのではなく、悪いものの往来を監視し、海運の円滑な推進を行っていたことがわかった。その後、
村上水軍博物館を参観して、最後は今治タオル本店で伊予木綿による世界有数のタオルを見て、購
入した。エクスカーションでは、瀬戸内海洋文化を探索することができた。
　本フォーラムでは、506頁にもわたる報告論文集に基づく充実した研究報告と熱心な研究交流が
行われた。国際機構委員長であった田上繁氏および実行委員長であった小熊誠を中心に、常民研、
国際機構の教員とスタッフ総動員によって、東アジアにおける国際的な海洋文化研究が成功裏に終
了することができた。さらに、神奈川大学が海の研究を目指すことに通じた、研究フォーラムであっ
たと言うことができる。このフォーラムには、愛媛県観光物産協会と松山観光コンベンション協会
の協力を得たことを記し、深く感謝します。
　次年度は、中国の広州海洋大学が開催地と決まった。今後も、国際常民文化研究機構として海洋
文化フォーラムに継続して参加をしていくとともに、フォーラムを通して知り合った海外の研究者
と個別に共同研究を展開していくことも検討していく必要があると考えられる。
